
　6月13日、草木保育園児が一般開放中の花かつみ園（草木）を見
学しました。毎年この時季に園児たちは、鮮やかに咲く花かつみを
見に訪れています。今年も初夏の訪れを感じ取っていました。 

No. 937

鮮やかな紫の輝き 
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主な内容 

参議院議員選挙 

まちの話題 

あぐいぶらり旅 

ハッピーライフの実践 

ページ 

　７月２９日は参議院議員選挙で
す。投票に出掛けましょう。 

　英比小学校児童田植えを体験。
家庭教育講演会開かれる。ほか 

　県道草木金沢線を友人二人と出
掛け、花かつみ園に立ち寄り・・・。 

　阿久比町健康づくり食生活改
善協議会会長に話を聞きました。 

□ １０ 

□ 9

□ 8

□ 2
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広報あぐい　２００７年７月１日号

投　票　日 

□日時　７月２９日（日）　午前７時～午後８時 

□場所　各投票所（下表） 
 

開　票 

　　　　□日時　７月２９日（日）　午後９時～ 

　　　　□場所　中央公民館南館 

参議院議員 
通常選挙の投票日です 

参議院議員 
通常選挙の投票日です 

参議院議員 
通常選挙の投票日です 

7月29日（日）は 

�
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転
入
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
十
九
年
四
月
十
二
日
以
後
に
阿
久

比
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
今
回
の
選
挙

で
は
、
阿
久
比
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
阿
久
比
町
で
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

前
住
所
地
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
以
前
に
住
ん

で
い
た
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※　

投
票
日
ま
で
に
転
出
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
阿
久
比
町
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

期
日
前
・
不
在
者
投
票

　

七
月
二
十
九
日
の
投
票
日
当
日
、
仕
事

や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
制
度
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

・
期
間　

七
月
十
三
日（
金
）か
ら

　
　
　
　

七
月
二
十
八
日（
土
）ま
で

・
時
間　

午
前
八
時
半
か
ら

　
　
　
　

午
後
八
時
ま
で

・
場
所　

阿
久
比
町
役
場

　

指
定
病
院
や
他
の
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
も
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

重
度
の
身
体
障
害
な
ど
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
０
７
・
２
３
７
）

投　
票　
区

東　
　

部

宮
津
団
地

英　
　

比

高　
根　
台

白　
　

沢

草　
　

木

阿　
久　
比

南　
　

部
　

投　

票　

所

東
部
小
学
校

宮
津
保
育
園

英
比
小
学
校

高
根
台
集
会
所

白
沢
区
民
館

草
木
公
民
館

中
央
公
民
館
南
館

南
部
小
学
校

住
ん
で
い
る
地
区

横
松
・
萩
・
宮
津

宮
津
団
地
・
宮
津
山
田

板
山
・
福
住
・
福
住
園
高
台
・
坂
部
・
阿
久
比
団
地

高
根
台

白
沢
・
白
沢
台
・
メ
イ
ツ
巽
ヶ
丘

草
木

卯
之
山
・
阿
久
比
・
椋
岡
・
矢
口

高
岡
・
植
・
大
古
根

投　票　所

阿久比中学１年　坂野喬一君の作品
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域
社

会
で
す
。
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た

少
年
の
更
生
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
で

す
。
更
生
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併
せ
、
本
人
を
取

り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

　

少
年
に
よ
る
凶
悪
重
大
な
事
件
が
相
次

ぎ
、
い
じ
め
・
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
な

ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
急
速
な
社
会
の
変
化
の
中
で
、

地
域
社
会
の
機
能
が
弱
体
化
し
、
住
民
同

士
の
ふ
れ
あ
い
や
親
子
の
対
話
が
減
る
な

ど
、
地
域
社
会
や
家
庭
が
持
っ
て
い
た
犯

罪
抑
止
力
や
教
育
力
が
低
下
し
た
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
の
連

携
を
推
進
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
、
誰
も

が
参
加
で
き
る
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を

持
っ
て
、
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
け
る
明
る

い
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生

の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参

加
を
求
め
る
」
を
重
点
目
標
に
運
動
を
進

め
ま
す
。

���������

���������	
�

��������	
�

□日　時
　７月１日（日）午前１０時～

□場　所
　エスペランス丸山

□内　容
　　児童・生徒の意見発表、
和太鼓グループ『歩童
（ぶどう）』の演奏など

　□問い合わせ先
　住民福祉課
　�（４８）１１１１
　（内３０１）

青少年の非行防止について話し合ってみませんか。
テーマ「みんなで話し合おう　子どものことを」

地域や家庭でどのような非行防止ができるか皆さんで話し合いましょう。
開催時間　午後７時３０分～午後９時
（２７日の草木は午後２時～午後４時）

会　　　場地　　　区開　催　日

植公民館植
７月７日（土）

大古根公民館大　　　古　　　根

宮津団地老人憩の家宮津団地・宮津山田７月１１日（水）

エスペランス丸山阿久比・椋岡・矢口・高岡７月１４日（土）

福住老人憩の家福住・福住園高台７月１７日（火）

卯之山児童館卯　　　之　　　山７月２１日（土）

高根台集会所高　　　根　　　台７月２３日（月）

白沢区民館白　沢・白　沢　台
７月２６日（木）

板山公民館板　　　　　　　山

宮津公民館横　松・萩・宮　津
７月２７日（金）

草木公民館草　　　　　　　木

坂部公民館坂　　　　　　　部
７月２８日（土）

メイツ巽ヶ丘集会所メ イ ツ 巽 ヶ 丘

阿久比団地集会所阿　久　比　団　地８月２日（木）

��������������������������������������������������������������������������������										
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7
月
は 

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』強
調
月
間

強
調
月
間 

〈
防
ご
う
犯
罪
と
非
行

防
ご
う
犯
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り

助
け
よ
う
立
ち
直
り
〉 

7
月
は 

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』強
調
月
間 

〈
防
ご
う
犯
罪
と
非
行
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り
〉 

司会進行：阿久比町更生保護女性会



4

広報あぐい　２００７年７月１日号

　町内９カ所でまちづくり懇談会を開催します。
　各地区で皆さんと懇談を行うことで、より良
いまちづくりを進めていきたいと思います。日
程は左表のとおりです。
　どなたでも参加できます。多数の方の出席を
お待ちしています。
□問い合わせ先

　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）

会　場日　時地　区

宮津公民館
７月２日（月）

午後７時～午後９時

横 松
萩

宮 津

宮津団地老人憩の家
７月３日（火）

午後７時～午後９時

宮 津 山 田
宮 津 団 地
阿 久 比 団 地

板山公民館
７月５日（木）

午後７時～午後９時

板 山
福 住
福 住 園 高 台

白沢区民館
７月１０日（火）

午後７時～午後９時

白 沢
白 沢 台
メイツ巽ケ丘

高根台集会所
７月１２日（木）

午後７時～午後９時
高 根 台

草木公民館
７月１３日（金）

午後７時～午後９時
草 木

中央公民館本館
７月１８日（水）

午後７時～午後９時
坂 部
卯 之 山

勤労福祉センター
（エスペランス丸山）

７月２０日（金）
午後７時～午後９時

阿 久 比
椋 岡
矢 口
高 岡

大古根公民館
７月２４日（火）

午後７時～午後９時
植

大 古 根

まちづくり懇談会日程表

プラスチック製品（プラスチック製容器包装以外）は燃えるごみです。 
　プラスチック製のごみ箱・かご・衣装ケース・ポリタンク・洗濯おけ・ホース・角ハンガー（洗濯ばさみ付）は燃える 
ごみで出してください。 
発泡スチロールは廃プラ（プラスチック製容器包装）です。 
　発泡スチロール（緩衝材）は、汚れを落として廃プラで出してください。 
家庭用カセットボンベ・スプレー缶はスチール類です。（必ず使い切りガス抜きをしてください。） 
　家庭用カセットボンベ・スプレー缶類は、必ず中身を使いきり穴を開けてスチール類で出してください。 
家電製品で小型のもの以外は、粗大ごみです。 
　炊飯器、ビデオデッキ・電子レンジなどの家電製品は粗大ごみです。 
※　家電製品４品目〔テレビ・エアコン・冷蔵庫（冷凍庫含む）・洗濯機〕とパソコンは、回収しません。 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（４８）１１１１（内３１７） 

ごみの分別状況が悪化しています ごみの分別状況が悪化しています 

下の写真は、町内のあるごみステーションの資源ごみ・燃えないごみの収集日の様子を写したものです。 

最近になっても、まだごみの分別が徹底されていないところもあります。 
今一度、「阿久比町ごみ分別収集の手引き」（各家庭に配布済み）の再確認をしてください。 
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夏
本
番
を
迎
え
、
海
や
山
の
レ
ジ
ャ
ー

の
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
夏
の
解
放
感
か
ら
誘
発

さ
れ
る
若
者
の
無
謀
運
転
や
飲
酒
運
転
に

よ
る
重
大
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

暑
さ
の
た
め
に
注
意
力
が
散
漫
に
な
り

が
ち
な
こ
と
か
ら
高
齢
者
や
外
出
の
機
会

が
増
え
る
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
重
点
的
な
運

動
を
展
開
し
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
家
庭
で
は

・　

暴
走
運
転
の
危
険
性
や
、
自
分
が
加

害
者
と
な
っ
た
と
き
の
責
任
の
重
さ
に

つ
い
て
話
し
合
う
。

○
運
転
者
は

・　

夏
の
気
候
に
配
慮
し
た
無
理
の
な
い

ド
ラ
イ
ブ
計
画
を
立
て
、
ゆ
と
り
運
転

を
励
行
す
る
。

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
確
実
な
着
用
（
後

部
座
席
も
含
め
）
を
励
行
す
る
。

○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日
の
外
出
は
、

帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お

く
。

・　

海
や
山
な
ど
へ
の
行
楽
の
行
き
帰
り

は
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、
運
転
手

に
は
絶
対
に
飲
酒
を
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
の
利
用
や
、
代
行
運

転
、
家
族
の
送
迎
を
依
頼
す
る
。

・　

飲
酒
運
転
は
、
被
害
者
、
加
害
者
の

　

い
ず
れ
の
人
生
を
も
狂
わ
せ
る
社
会
的

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。

○
家
庭
で
は

・　

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
い
る
家
庭
で

は
、
夏
休
み
を
前
に
周
辺
の
交
通
危
険

個
所
の
確
認
と
、
飛
び
出
し
防
止
や
正

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
話
し

合
う
。

・　

炎
天
下
に
出
掛
け
る
こ
と
は
控
え
、

夕
立
ち
な
ど
天
候
の
急
変
に
注
意
す
る

な
ど
、
高
齢
者
の
体
力
に
考
慮
し
た
安

全
行
動
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

○
運
転
者
は

・　

高
齢
運
転
者
は「
高
齢
運
転
者
標
識
」

の
表
示
に
努
め
る
。

・　

高
齢
運
転
者
標
識
を
表
示
し
た
自
動

車
に
は
幅
寄
せ
を
し
た
り
、
前
に
割
り

込
ん
だ
り
し
な
い
な
ど
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
に
心
掛
け
る
。

　

飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動

　
運
転
者
は

　
一　

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

　
二　

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

　
家
庭
・
地
域
で
は

　
三　

運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
。

　
四　

酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

�

�

�

�

【
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う
】

【
若
者
の
無
謀
運
転
を
な
く
そ
う
】

【　
　
　
　
　
　
　
　
　

】

子
ど
も
や
高
齢
者
を　

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

�

�

�

�
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ま
し
ょ
う 

安
全
は
　
ゆ
ず
る
心
と
　
思
い
や
り 
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ま
し
ょ
う 
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う 

��������	
���������������

人　　　　　　数件　　　　　　数
区　　分

増　減１８　年１９　年増　減１８　年１９　年

　 ０＋－００　 ０＋－００死　　亡

＋ ３１４＋ ３１４重　　傷

　 ０＋－１１８１１８－ ４９０８６軽　　傷

＋ ３１１９１２２－ １９１９０合　　計

阿久比町交通事故発生状況阿久比町交通事故発生状況《平成１９年１月～５月末》

南部小学校交通安全教室

（半田警察署調べ）
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防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

避
難
勧
告
な
ど
の

判
断
基
準
と
伝
達

　

水
害
に
関
す
る
避
難
勧
告
な
ど
に
は
次

の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

○
避
難
準
備
（
要
援
護
者
避
難
）
情
報

　

特
に
避
難
行
動
に
時
間
を
必
要
と
す
る

方
が
行
動
を
開
始
す
る
段
階
で
、
人
的
被

害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
状
況

で
す
。

　

非
常
持
ち
出
し
品
を
持
参
し
、
避
難
す

る
前
に
、
地
域
の
自
主
防
災
会
に
連
絡
し

て
か
ら
避
難
し
ま
す
。
避
難
行
動
に
支
援

が
必
要
な
方
は
、
避
難
支
援
者
に
協
力
し

て
も
ら
い
ま
す
。
一
般
の
方
も
避
難
準
備

を
始
め
ま
す
。

○
避
難
勧
告

　

通
常
の
人
が
避
難
行
動
を
開
始
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
段
階
で
、
人
的
被
害
の
可

能
性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状
態
で
す
。

避
難
す
る
際
に
は
、
隣
近
所
に
声
を
掛
け

て
避
難
行
動
を
開
始
し
ま
す
。

○
避
難
指
示

　

前
兆
現
象
の
発
生
や
現
在
の
切
迫
し
た

状
況
か
ら
、人
的
被
害
の
発
生
す
る
危
険
性

が
非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　

避
難
中
の
方
は
、
避
難
行
動
を
完
了
し
、

ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
方
は
、
直
ち
に
避

難
行
動
に
移
っ
て
く
だ
さ
い
。
行
動
を
す

ぐ
に
取
れ
な
い
場
合
は
、
生
命
を
守
る
最

低
限
の
行
動
を
と
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
河
川
は
、
二
級
河
川
の
阿

久
比
川
水
系
の
五
河
川
（
阿
久
比
川
・
前

田
川
・
矢
勝
川
・
草
木
川
・
福
山
川
）
と

十
ヶ
川
水
系
の
二
河
川
（
十
ヶ
川
・
英
比

川
）
の
計
七
河
川
で
す
。

　

対
象
と
す
る
災
害
は
、
破
提
、
越
水
氾

濫
、
内
水
氾
濫
で
、
避
難
す
べ
き
区
域
は
、

阿
久
比
町
防
災
マ
ッ
プ
掲
載
の
「
東
海
豪

雨
浸
水
実
績
」「
阿
久
比
川
・
十
ヶ
川
流
域

浸
水
予
想
図
」
や
「
東
海
豪
雨
罹
災
証
明

発
行
実
績
」
か
ら
判
断
し
、
宅
地
や
田
畑

の
浸
水
の
恐
れ
の
あ
る
地
区
を
小
字
単
位

で
想
定
し
て
い
ま
す
。
対
象
地
区
の
す
べ

て
の
家
屋
が
浸
水
し
て
い
ま
せ
ん
。
実
際

に
は
浸
水
被
害
の
な
い
家
屋
も
あ
り
ま
す
。

避
難
す
べ
き
区
域

【
横
松
】

大
川
向
・
乙
張
・
芝
原
・
清
水
・
清
水
寺
・

西
側
・
西
之
海
道
・
西
之
崎
・
前
田
・
宮

後
田
・
宮
前
・
楢

【
萩
】

池
下
・
詩
丹
田
・
清
水
・
新
川
・
砂
瀬
・

曽
根
・
凸
清
水
・
眠
木
・
矢
下
・
録
丹
田
・

比
丘
尼
田
・
比
良
芝

【
宮
津
】

鼬
田
・
井
戸
廻
間
・
大
場
・
神
池
下
・
蟹

田
・
中
森
・
西
大
場
・
西
森
下
・
八
反
田
・

東
王
場
・
二
子
東
・
宮
天
神
・
宮
平
池
・

宮
平
柴
・
宮
家
下
・
宮
山
ノ
神
・
名
師
・

森
下
・
八
重
洲
・
野
添
・
山
子
山
・
山
田
・

小
森
・
中
井
名
・
大
洲
・
県
城

【
板
山
】

新
畑
・
柘
榴
・
西
ノ
海
道
山
・
前
田
・
南

天
白
・
女
夫
坂

【
福
住
】

井
堀
・
郷
和
池
・
東
脇
・
平
野
・
坊
田
・

六
反
田

【
白
沢
】

庵
之
下
・
大
橋
・
沖
之
田
・
カ
ナ
ク
ソ
・

上
大
橋
・
上
カ
ナ
ク
ソ
・
上
釜
ヶ
池
・
上

前
田
・
北
野
海
道
・
北
ノ
前
・
小
山
ヶ
崎
・

下
大
橋
・
下
カ
ナ
ク
ソ
・
下
釜
ヶ
池
・
下

蔵
々
・
下
谷
・
下
前
田
・
蛇
淵
・
天
神
裏
・

天
神
前
・
中
曽
根
・
縄
手
・
二
反
ノ
田
・

東
中
根
・
前
田
・
向
根

【
草
木
】

御
林
前
・
草
米
山
・
草
五
反
田
・
草
宮
前
・

草
元
倉
・
四
分
一
・
新
田
前
・
殿
井
田
・

半
之
田
・
平
井
堀
・
平
井
松
・
細
池
・
堀

田
・
松
山
・
鞠
古
・
宮
前
・
横
手
・
中

郷
・
栄

【
卯
坂
】

壱
丁
田
・
英
比
・
大
平
・
上
大
場
・
上
向

田
・
川
木
・
北
大
平
・
北
ノ
浦
・
北
丸
根
・

栗
之
木
谷
・
古
見
堂
・
三
明
・
四
反
田
・

昭
和
・
城
山
・
城
山
下
・
城
街
道
・
神
田
・

砂
走
・
仙
入
坊
・
ダ
ラ
ミ
・
知
原
岬
・
西

谷
・
二
反
田
・
入
道
ヶ
池
・
丸
根
・
丸
ノ

内
・
山
ノ
内
・
山
深
田
・
坂
部
・
古
川

【
阿
久
比
】

唐
透
・
北
下
川
・
五
葉
・
五
葉
下
・
千
速
・

中
根
下
・
真
向
塚
・
南
下
川
・
宮
後
・
宮

前
・
駅
前
一
丁
目
・
駅
前
二
丁
目

【
椋
岡
】

曲
田
・
祭
礼
坊
・
沢
渡
・
下
田
原
・
高
田
・

角
平
芝
・
角
前
田
・
徳
吉
・
中
長
・
菱
田
・

広
表
・
道
上

【
矢
高
】

内
越
・
梶
明
・
三
ノ
山
高
・
砂
田
・
高
岡

北
・
高
岡
南
・
高
中
根
・
出
口
・
東
郷
・

東
山
・
六
反

【
植
大
】

植
五
反
田
・
植
高
田
・
植
深
田
・
大
坪
・

大
野
崎
・
大
前
田
・
大
松
本
・
柿
添
・
亀

坂
下
・
川
田
・
木
口
・
弘
矢
・
光
林
坊
・

五
郷
所
・
島
田
内
・
高
徳
吉
・
築
地
・
西

徳
吉
・
西
向
毛
・
野
崎
・
浜
田
・
東
田
・

東
徳
吉
・
東
向
毛
・
前
崎
・
御
手
洗

　

水
害
や
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
避
難
行

動
は
、
避
難
経
路
が
冠
水
す
る
な
ど
の
不

測
の
事
態
な
ど
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め

の
行
動
が
取
れ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、

計
画
さ
れ
た
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
が

必
ず
し
も
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
態

の
切
迫
し
た
状
況
に
応
じ
て
、
自
宅
や
隣

接
建
物
の
二
階
な
ど
に
避
難
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

英
比
小
学
校
は
、
東
海
豪
雨
で
浸
水
し

た
経
緯
か
ら
水
害
時
の
避
難
所
と
し
て
は

除
外
し
ま
し
た
。（
平
成
十
九
年
二
月
二
十

二
日
阿
久
比
町
防
災
会
議
で
決
定
）
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　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象
情報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防
災ねっと」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、
町から発信する防災の緊急情報などをメールでお知らせ
します。
※　災害時緊急メール登録者数８１４人（６月１５日現在）

　インターネット接続画面からアドレス
を入力してください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応してい
ます。

※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

阿久比町
あんしん
防災
ねっと

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携帯電話で

　

避
難
勧
告
な
ど
の
判
断
基
準
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
避
難
準
備
（
要
援
護
者
避
難
）
情
報
】

①　

知
多
地
域
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発

表
さ
れ
、
一
時
間
雨
量
が
四
十
ミ
リ
ま

た
は
三
時
間
雨
量
が
六
十
五
ミ
リ
を
超

え
た
と
き
。

【
避
難
勧
告
】

①　

知
多
地
域
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発

表
さ
れ
、
一
時
間
雨
量
が
五
十
二
ミ
リ

ま
た
は
三
時
間
雨
量
が
八
十
三
ミ
リ
を

超
え
た
と
き
。

②　

知
多
地
域
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発

表
さ
れ
、
河
川
が
計
画
高
水
位
に
達
し
、

そ
の
後
に
時
間
雨
量
が
三
十
ミ
リ
以
上

の
雨
が
降
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
。

③　

河
川
管
理
施
設
の
異
常
（
破
堤
に
つ

な
が
る
恐
れ
の
あ
る
漏
水
な
ど
）
を
確

認
し
た
と
き
。

【
避
難
指
示
】

①　

破
提
・
越
水
・
溢
水
を
確
認
し
た
と
き
。

②　

河
川
管
理
施
設
の
大
規
模
な
異
常

（
堤
防
本
体
の
亀
裂
、
大
規
模
な
漏
水

な
ど
）
を
確
認
し
た
と
き
。

　

阿
久
比
町
を
流
れ
る
阿
久
比
川
水
系
と

十
ヶ
川
水
系
は
、五
年
に
一
回
程
度
発
生
す

る
確
率
の
降
雨
に
対
し
て
河
川
改
修
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。避
難
勧
告
な
ど
の
発
令

基
準
は
、こ
の
雨
量
を
基
準
に
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
屋
上
に
設

置
し
て
あ
る
雨
量
計
の
デ
ー
タ
を
、
避
難

が
予
想
さ
れ
る
大
雨
の
と
き
に
「
あ
ん
し

ん
防
災
ね
っ
と
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
逐

次
情
報
を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

水の事故は、「慣れ、過信といった気の緩み」や「ちょっとした油断」から発生しています。 
次の注意事項を確実に守りましょう。 

□問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 

★　大声を出すなどして、近くにいる人に助けを求める。 
★　岸から浮輪、ロープ、縄、竹竿、衣類、ペットボトル、ビニール袋など 
　を使って救助する。 
★　小舟、ボートで救助する。 
★　水の中に入り救助する場合は、二重事故に注意する。 
★　救助した際は、水を吐かせ、人工呼吸を行う。 
★　警察（１１０番）、救急隊（１１９番）に早めに知らせる。 

・　遊泳の際は、よく準備体操をしてからゆっくり水に入りましょう。 
・　飲酒しての遊泳は、絶対にやめましょう。 
・　遊泳禁止区域では泳がないようにしましょう。 
　　遊泳禁止区域、立入禁止区域ではないか確認する必要があります。 
・　天候には十分に注意し、天候が悪くなったら早めに水から上がりましょう。 
・　警報、サイレンが聞こえたら、急な増水に注意しましょう。 

万が一事故が発生したら… 万が一事故が発生したら… 

６５ 
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●ゲートボールで熱戦

６月１２日、阿久比町老人クラブ連絡協議会春季ゲー
トボール大会が町ゲートボール場で行われました。
大会には１８チーム約１３０人が参加。大会に出場した老
人クラブのメンバーらは「試合になるといつもの練習
とは違い、力が入りますねえ」と話していました。
大会結果は次のとおりです。
優　勝　植１チーム
準優勝　団地達者会
第３位　植３チーム、宮津山田チーム

真剣にゲートボールに取り組む老人クラブのメンバー

●家庭教育講演会開かれる

６月１３日、乳幼児期家庭教育推進事業の一環で家庭
教育講演会が中央公民館本館で開かれました。
講師に渡辺典子愛知学泉短期大学教授を迎え「子ど

もの心が育つ環境づくり」と題して講演が行われ、渡
辺教授は「常に心が安まり、何かあったら帰りたい、
家族で会話をする。この３つの条件を備えた家庭が大
切です」と話していました。
乳幼児の親をはじめとする２５人の参加者は、真剣に

講師の話に耳を傾けていました。

講演をする渡辺典子愛知学泉短期大学教授

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●“花かつみ”見事に咲く

草木地区にある「花かつみ園」で６月３日から１７日
までの１４日間一般開放が行われ、多くの人が“幻の花
花かつみ”の観賞に訪れました。
期間中の１０日の午後には、「和太鼓かつみ」のメン

バーによる和太鼓演奏の披露が行われ、会場を盛り上
げました。
花かつみ保存会の皆川徳成会長は「開花の時季が少
し遅れたが、今年も立派な花を咲かせてくれ、多くの
方に見てもらえて良かった」と話していました。

花かつみ園に咲く花かつみ

●機械でも田植えを体験

６月１１日、英比小学校５年生の児童９２人が、学校近
くの水田で田植えを体験しました。
ＪＡあいち知多の協力で、児童たちは田植えの指導

を受け、機械で植える方法と手で植える方法の二つを
学び、肥料をまく体験もしました。　
児童は「機械ではあっという間に、たくさんの苗が

きれいに並んで植えられていくので驚きました。手で
植えていくのはとても大変でした」と感想を話してい
ました。

機械に乗って田植えを体験する英比小５年生
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梅
雨
入
り
し
た
最
初
の
日
曜
日
。
雨
は

一
休
み
と
い
っ
た
感
じ
で
天
気
は
晴
れ
。

草
木
地
区
で
花
か
つ
み
園
が
一
般
開
放

（
六
月
三
日
〜
十
七
日
）
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
花
か
つ
み
園
見
学
を
兼
ね
て
、
県

道
草
木
金
沢
線
（
県
道
２
５
９
号
線
）
に

ぶ
ら
り
旅
へ
出
掛
け
た
。

知
多
市
と
の
境
界
を
出
発
点
と
し
て
、

東
に
向
か
う
。
稲
は
株
が
太
く
な
り
色
も

濃
い
緑
に
成
長
し
て
い
る
。
道
沿
い
の
ビ

ワ
の
木
に
は
実
が
た
わ
わ
に
実
り
、
枝
が

垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
少
し
行
く
と
、
自

動
車
部
品
な
ど
を
製
造
し
て
い
る
会
社
の

工
場
が
右
手
前
方
に
見
え
て
き
た
。
工
場

の
す
ぐ
前
が
花
か
つ
み
園
。
道
沿
い
か
ら

園
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

多
く
の
人
が
花
か
つ
み
を
観
賞
し
て
い
る
。

初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ノ
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
（
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
）
の
花
が
咲

く
。
小
ぶ
り
な
花
で
鮮
や
か
な
紫
色
の
輝

き
は
人
の
目
を
引
く
。
草
木
地
区
で
は
、

昔
か
ら
こ
の
花
を
�
花
か
つ
み
�
と
呼
ぶ
。

室
町
時
代
に 
伯
耆 
の
国
（
鳥
取
県
西
部
）

ほ
う
き

か
ら
下
芳
池
に
移
植
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、

一
時
絶
滅
の
危
機
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は

「
花
か
つ
み
保
存
会
」
が
大
事
に
守
っ
て

い
る
。

友
人
と
二
人
で
花
見
と
決
め
込
む
。「
春

は
梅
の
花
、
初
夏
は
花
か
つ
み
、
秋
は
菊

と
阿
久
比
で
は
相
場
が
決
ま
っ
て
ま
す
よ

ね
」
と
友
人
が
話
し
掛
け
て
き
た
の
で
、

ク
イ
ズ
番
組
の
司
会
者
の
真
似
を
し
て

「
そ
の
と
ー
お
り
」
と
答
え
を
返
す
。

ア
メ
リ
カ
出
身
の
人
た
ち
が
花
か
つ
み

園
を
訪
れ
て
い
た
。
常
滑
市
に
在
住
し
て

い
る
と
い
う
中
年
の
女
性
が
「
日
本
の
ア

ヤ
メ
が
大
好
き
。
去
年
初
め
て
こ
こ
に
来

て
、
素
晴
ら
し
い
花
に
出
会
え
た
の
で
今

年
も
友
人
を
誘
っ
て
き
ま
し
た
」
と
流

ち
ょ
う
な
日
本
語
で
話
し
掛
け
て
き
て
く

れ
る
。

日
本
に
来
て
ま
だ
一
年
だ
と
い
う
若
い

女
性
に
「
日
本
語
大
丈
夫
で
す
か
」
と
前

置
き
し
て
か
ら
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
を

交
え
、花
か
つ
み
の
感
想
を
尋
ね
る
と「
ハ

ナ　

ノ　

イ
ロ　

ガ　

ト
テ
モ　

ブ
ラ
イ

ト　

ネ
」。「
オ
ー
。花
の
色
が
明
る
い
パ
ー

プ
ル
。
ブ
ラ
イ
ト
紫
ね
」。（
欧
米
か
？
）

日
本
語
と
英
語
が
混
じ
り
合
う
会
話
で

あ
っ
た
が
、
彼
女
は
鮮
や
か
な
紫
色
の
花

に
感
動
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

県
道
を
東
に
進
む
。
草
木
小
学
校
を
過

ぎ
西
尾
知
多
線
と
の
交
差
点
で
、
信
号
待

ち
を
し
て
い
る
と
、
車
の
中
の
夫
婦
か
ら

「
名
古
屋
か
ら
来
た
ん
だ
け
ど
、『
花
か
つ

み
園
』
は
ど
こ
で
す
か
」
と
訪
ね
ら
れ
る
。

「
あ
ち
ら
で
す
」
と
私
た
ち
が
歩
い
て
来

た
道
を
説
明
し
て
、
ぶ
ら
り
旅
を
終
え
た
。

知多市と阿久比町の境界

花かつみ園 

草木小学校 

県
道
草
木
金
沢
線 

下
芳
池 

草
木
工
業
団
地 

259

西
尾
知
多
線
 

草
木
川
 

花かつみを観賞する来園者



10

広報あぐい　２００７年７月１日号

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

阿
久
比
町
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協

議
会
会
長
の
大
村
貞
子
さ
ん
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

│
│
食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
ら
れ
た

き
っ
か
け
は
。

　

私
は
も
と
も
と
地
域
婦
人
会
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
地
域
婦
人
会
の
活
動
は
、
教

養
、
結
婚
改
善
、
食
生
活
改
善
が
三
本
柱

で
し
た
。
今
で
は
地
域
婦
人
会
は
な
く
な

り
、
食
生
活
改
善
推
進
員
だ
け
が
残
り
ま

し
た
。

│
│
現
在
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
。 

　

現
在
の
会
員
数
は
七
十
八
人
で
、
役
員

が
半
田
保
健
所
で
講
習
を
受
け
、
そ
れ
を

町
に
持
ち
帰
っ
て
、
学
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

年
八
回
の
定
例
学
習
会
を
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。「
糖
尿
病
予
防
の

た
め
の
お
料
理
」な
ど
、毎
回
違
っ
た
テ
ー

マ
で
勉
強
会
と
調
理
実
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
宅
老
所
で
、
利
用
者
に
昼
食
や
手

作
り
お
や
つ
も
作
っ
て
い
ま
す
。

│
│
今
後
、
ど
の
よ
う
に
地
域
で
活
動
を

広
げ
て
い
き
ま
す
か
。

　

ま
ず
は
学
習
会
で
学
ん
だ
献
立
を
、
食

生
活
改
善
推
進
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

実
践
し
、
家
族
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
大

事
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
地
域
へ
活
動
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
健
康
ま
つ
り

の
と
き
に
「
栄
養
コ
ー
ナ
ー
」
を
担
当
し

ま
す
。
そ
の
場
で
手
作
り
お
や
つ
を
紹
介

す
る
な
ど
、
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
皆

さ
ん
に
伝
え
た
い
で
す
。

│
│
ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
秘
訣
は
何

で
す
か
。 

　

食
事
は
規
則
正
し
い
時
間
に
三
回
取
り
、

必
ず
手
作
り
の
も
の
で
す
。
外
食
は
、
ほ

と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
一
番
の
健
康

法
だ
と
思
い
ま
す
。

　

料
理
を
作
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
冷
蔵

庫
の
中
の
も
の
に
少
し
手
を
加
え
れ
ば
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
取
れ
る
し
、
経
済
的
で

す
。
手
作
り
な
ら
、
一
日
に
摂
取
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
三
十
品
目
の
食
事
が
取

れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

普
段
は
車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
近
く
へ
行
く
と
き
は
、
な
る
べ
く
歩

く
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
毎
日
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
番
手
軽
な
健

康
法
は
歩
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

健
康
診
断
を
受
け
て
も
、
結
果
は
結
構
い

い
で
す
よ
。
健
康
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

│
│
「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
あ
ぐ
い　

」
の

２１

推
進
メ
ン
バ
ー
に
入
ら
れ
て
い
か
が
で
す

か
。

　
「
健
康
日
本　

あ
ぐ
い
計
画
」の
Ｐ
Ｒ
の

２１

一
環
で
行
わ
れ
る
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
が
盛

り
上
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

阿
久
比
に
は
特
産
品
を
使
っ
た
郷
土
料

理
が
な
い
の
で
、
今
後
食
生
活
改
善
推
進

員
と
し
て
考
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

│
│
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

規
則
正
し
い
生
活
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

生
活
、
適
当
な
運
動
が
大
事
で
す
よ
ね
。

健
康
で
過
ご
す
た
め
に
は
、
体
を
動
か
す

こ
と
が
一
番
で
す
。
意
識
す
る
と
し
な
い

の
と
で
は
、
か
な
り
違
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

話
を
聞
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
食
を
通
じ

て
自
分
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
熱
意
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
な
る
こ
と
で
食

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
実
践
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
家
庭
で
の
料
理
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
も
広
が
り
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進

員
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
阿
久
比
町
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
の
実
践
�

大村貞子さん

南部宅老所で昼食を作る食生活改善推進員
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�◆
期　

間　

八
月
八
日（
水
）

◆
時　

間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　

犯
罪
か
ら
私
（
我
が
家
）
を

守
る
方
法
を
学
習
し
ま
す
。

◆
講　

師　

半
田
警
察
署
生
活
安
全
課

�◆
期　

間　

九
月
五
日（
水
）〜

　
　
　
　
　

九
月
十
二
日（
水
）全
六
回

◆
時　

間　

①
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
九
人

犯
罪
か
ら
私（
我
が
家
）を
守
る
方
法

パ
ソ
コ
ン
教
室
ワ
ー
ド
の
基
礎
①
②

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
内　

容　

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
、
文
字
入

力
、
イ
ラ
ス
ト
の
挿
入
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
学
び
ま
す
。

◆
講　

師　

高
士
敦
子

�◆
期　

間　

八
月
二
十
三
日（
木
）・

　
　
　
　
　

三
十
日（
木
）全
二
回

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜

　
　
　
　
　

午
前
十
一
時
半
ほ
か

◆
会　

場　

中
央
公
民
館
ほ
か

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

十
五
人

◆
受
講
料　

四
百
円（
美
術
館
入
館
料
別
）

◆
内　

容　

美
術
館
で
の
絵
画
の
鑑
賞
法

を
学
び
ま
す
。
一
回
は
実
際

に
美
術
館
へ
行
き
ま
す
。

◆
講　

師　

神
谷
由
美

�◆
期　

間　

九
月
十
四
日（
金
）

◆
時　

間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時
半

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　
「
ぼ
け
た
ら
あ
か
ん
！
長
生

き
さ
っ
し
ゃ
れ
」
を
テ
ー
マ

に
楽
し
く
講
演
し
ま
す
。

◆
講　

師　

加
古　

栄

�◆
期　

間　

九
月
五
日（
水
）〜

　
　
　
　
　

十
一
月
四
日（
日
）全
六
回

美
術
講
座

「
美
術
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
」

寿
大
学

狂
俳
教
室

◆
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午
ほ
か

◆
会　

場　

中
央
公
民
館

◆
対　

象　

一
般

◆
定　

員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内　

容　
「
も
っ
た
い
な
い
」と
い
う
題

に
対
し
て
「
広
告
裏
を
メ
モ

に
す
る
」
と
い
う
七
・
五
な

ど
の
十
二
文
字
の
句
を
作
る

言
葉
遊
び
で
す
。
楽
し
く
て

頭
の
体
操
に
も
な
り
ま
す
。

◆
講　

師　

文
化
協
会　

狂
俳
英
比
会

平
成
１９
年
度
第
二
期 

 
生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
二
回
目
で
す
。 

　
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期限　７月１７日（火）まで
□申込方法　中央公民館本館事務室窓口、電話（平日午前９
時～午後５時）FAX・メールで申し込んでください。
※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決
定します。　申し込みが十人未満の場合や講師の都合によ
り変更などもありますのでご了承ください。
□問い合わせ先
　社会教育課公民館係　�（４８）１１１１（内２６０）　FAX（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp
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今
年
度
の
目
標
の
一
つ
目
は
「
ホ
タ
ル

を
頂
点
と
す
る
食
物
連
鎖
を
養
殖
場
内
だ

け
で
完
成
す
る
こ
と
」
で
す
。
ホ
タ
ル
の

成
虫
は
歌
に
あ
る
よ
う
に
水
を
な
め
る
だ

け
で
す
。
そ
の
前
の 
蛹 
の
時
は
変
態
を
す

さ
な
ぎ

る
の
み
で
す
。
成
虫
と
蛹
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
源
は
す
べ
て
幼
虫
の
十
カ
月
の
間
に
ど

ん
欲
に
食
べ
た
「
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
・
カ
ワ

ニ
ナ
・
タ
ニ
シ
な
ど
」
の
貝
で
す
。
こ
の

貝
は
植
物
な
ど
を
食
べ
ま
す
。
今
ま
で
の

実
験
で
、
水
槽
の
貝
の
エ
サ
と
し
て
は
、

パ
セ
リ
が
一
番
好
き
な
よ
う
で
す
。
二
番

目
は
レ
タ
ス
で
す
。
自
然
界
で
の
淡
水
の

貝
の
食
料
は
、 
藻 
や
枯
葉
な
ど
で
す
が
、

も

養
殖
場
で
は
水
質
が
悪
化
す
る
た
め
に
使

え
ま
せ
ん
。
今
は
水
生
植
物
の
セ
リ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
何
が
良
い
か
模
索
中
で

す
。

　

五
月
二
十
一
日
の
新
聞
に
「
自
然
界
で

四
十
三
年
ぶ
り
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ひ
な
誕

生
」
と
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
親
と
ひ
な

が
野
生
で
自
立
し
て
生
活
し
て
い
く
に
は
、

「
湿
地
の
確
保
・
無
農
薬
農
法
な
ど
の
環

境
整
備
に
課
題
」
と
あ
り
ま
し
た
。
阿
久

比
町
で
は
「
ホ
タ
ル
分
布
図
」
が
自
然
環

境
の
保
全
の
尺
度
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
。

　

五
月
に
は
、
終
齢
に
な
っ
た
幼
虫
を
養

殖
場
へ
放
流
し
ま
し
た
が
、
自
然
界
の
ホ

タ
ル
の
増
殖
の
た
め
に
は
、
次
の
①
〜
⑥

の
条
件
を
満
た
す
水
辺
に
十
一
月
ご
ろ
に

放
流
す
る
の
が
理
想
で
す
。
そ
し
て
「
ホ

タ
ル
分
布
図
」
が
緑
色
い
っ
ぱ
い
に
塗
ら

れ
る
と
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

①
エ
サ
と
な
る
淡
水
の
貝
が
生
息
・
繁

殖
し
て
い
る
。
②
良
好
な
水
質
で
あ
る

（
洗
剤
や
農
薬
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
）
。

③
溶
存
酸
素
が
十
分
あ
る
。
④
産
卵
で
き

る
コ
ケ
（
植
物
）
が
あ
る
。
⑤
中
州
や
土

堤
（
蛹
に
な
る
場
所
）
が
あ
る
。
⑥
人
工

照
明
が
な
い
。（
橙
や
赤
の
光
は
無
害
）

　

以
上
の
よ
う
に
自
然
が
豊
か
で
ホ
タ
ル

の
放
流
に
適
し
た
場
所
は
、
人
に
も
優
し

く
住
み
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ん

な
水
辺
に
幼
虫
を
放
流
す
る
た
め
に
は
、

一
万
匹
以
上
の
幼
虫
を
養
殖
す
る
こ
と
が

必
要
条
件
で
す
。
幼
虫
一
万
匹
が
二
つ
目

の
目
標
で
す
。

養殖場のセリ

板山高根湿地「自然観察会」 

　阿久比町の板山地区にある板山高根湿地は珍しい昆虫や貴重な植物が生息
・生育する、知多半島でも貴重な自然環境が残っています。 
　普段、一般公開は行っていませんが、板山高根湿地「自然観察会」を開催
し、限定２回の観察会を行います。 
　各回、専門の先生が解説をします。この機会に阿久比に残る貴重な湿地を
見学しませんか。 

第１回　「日本最小のトンボ・ハッチョウトンボと 
　　　　　　　　　　　　食虫植物のモウセンゴケを観察しよう」 
　　　　日時　７月２０日（金）　午前９時～（約２時間を予定） 

第２回　「絶滅危惧種　シラタマホシクサを観察しよう」 
　　　　日時　９月２６日（水）　午前９時～（約２時間を予定） 

□対　象　興味のある方　 
□定　員　各回２５人（定員を超える場合は抽選とします。） 
□場　所　各回とも中央公民館本館１階ロビーに集合（マイクロバスで現地ま

で移動します。） 
□参加費　無料　　　□申し込み期限　７月１０日（火） 
□申し込み・問い合わせ先　社会教育課　fl（４８）１１１１（内２６２） 過去に行われた観察会の様子 

食虫植物のモウセンゴケ 

ハッチョウトンボの雄 
体長約２cm、小指の先程度の大きさ 

参加者を募集 
板山高根湿地「自然観察会」 板山高根湿地「自然観察会」 

参加者を募集 
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土曜 ･日曜日にさまざまな体験活動やボランティア
活動を行う、あぐいタイボキッズクラブ。今年度は
「環境」「自然」「エコ」を活動の柱に一年間を通して
活動していきます。
第 1回目は５月２６日、 あぐいくらしの会の皆さんを

講師に迎え、家庭などでいらなくなった廃油から川を
汚さない地球にやさしいエコ石けんを作りました。材
料をよくかき混ぜて、一週間ほどねかせると固形のエ
コ石けんができました。

５月～１０月の土曜日に小学１年生～６年生２５人がチ
アダンスに挑戦しています。
今は「チア」の精神、ダンスの心得から始まり、基
礎レッスン、基本動作を覚えています。
初めて経験する子どもが多く、うまくいかないとき
もありますが、楽しく踊っています。
これから曲に合せて振り付けやフォーメーションの
練習をします。がんばります。

あああああああああああああああああああああぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃油油油油油油油油油油油油油油油油油油油油油かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球にににににににににににににににににににににやややややややややややややややややややややさささささささささささささささささささささしししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエコココココココココココココココココココココ石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石石けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんををををををををををををををををををををを作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン ススススススススススススススススススススス ククククククククククククククククククククク ラララララララララララララララララララララ ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ

明
治
十
一
年
東
京
で
、
日
本
に
初
め
て

電
灯
が
と
も
り
ま
し
た
。

こ
の
地
方
で
は
名
古
屋
が
明
治
二
十
二

年
、
知
多
半
島
で
は
常
滑
線
沿
線
で
明
治

四
十
五
年
に
電
灯
が
と
も
り
ま
し
た
。

阿
久
比
は
大
正
三
年
、
半
田
・
亀
崎
・

成
岩
・
武
豊
と
同
じ
時
期
に 
知  
多  
瓦  
斯 
株

ち 

た 

が 

す

式
会
社
に
よ
っ
て
送
電
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。電

灯
に
代
わ
る
ま
で
、
日
常
生
活
で
は

ラ
ン
プ
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
半
田
出

身
の
童
話
作
家
新
美
南
吉
の
作
品
『
お
じ

い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

半
田 
岩  
滑  
新  
田 
の
ラ
ン
プ
屋
さ
ん
が
、
ラ

や 
な
べ 
し
ん 
で
ん

ン
プ
を
大
八
車
に
積
ん
で
「
ラ
ン
プ
、
ホ

ヤ
」
と
言
い
な
が
ら
、
阿
久
比
に
も
行
商

に
来
て
い
た
そ
う
で
す
。

初
期
の
こ
ろ
の
電
灯
は
、
暗
い
電
球
で

し
た
が
、
ラ
ン
プ
に
比
べ
れ
ば
驚
く
ほ
ど

の
明
る
さ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
家
は
電
灯
が
一
つ
だ
け
で
し
た
の
で
、

風
呂
場
や
便
所
に
は
、
ま
だ
ラ
ン
プ
や
カ

ン
テ
ラ
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

電
灯
の
普
及
の
は
な
し

カンテラ

※タイボとは
体験活動・ボランティア
活動の略です

吊りランプ
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� �
� �
� �
� �
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�

新
美
南
吉　

作　

〜
ス
ト
ー
リ
ー
〜

　

物
語
は
明
治
時
代
文
明
開
化
の
こ

ろ
、
ラ
ン
プ
屋
に
な
っ
た
少
年
を
通

し
て
、
前
半
は
ラ
ン
プ
の
光
が
当
時

の
人
々
に
夢
を
与
え
た
情
景
を
、
後

半
は
ラ
ン
プ
が
電
灯
と
い
う
新
し
い

道
具
に
代
わ
る
時
代
の
変
化
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

▲材料をかき混ぜる子どもたち

▲完成したエコ石けん
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ね
え
ね
え
、
み
ん
な
の
ほ
い
く
え
ん

も
お
ひ
る
ね
っ
て
あ
る
の
？

　

ぼ
く
の
ほ
い
く
え
ん
、
お
ひ
る
ね
が

ま
い
に
ち
あ
る
ん
だ
よ
。

　

で
も
、
ぼ
く
、
お
ひ
る
ね
だ
い
き
ら

い
。
だ
っ
て
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
た
べ
た

ら
す
ぐ
お
ひ
る
ね
な
ん
だ
よ
。

　

ぼ
く
、
い
つ
も
お
し
ゃ
べ
り
し
て
る

か
ら
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
た
べ
る
の
、
も

の
す
ご
く
お
そ
い
ん
だ
。

　

だ
か
ら
、
い
つ
も
、
と
も
こ
せ
ん
せ

い
が
、

「
ゆ
う
く
ん
、
あ
と
５
ふ
ん
で
お
か
た

づ
け
だ
よ
。
も
う
た
べ
れ
た
？　

は
や

く
た
べ
て
ね
」

っ
て
い
う
の
。

　

そ
う
す
る
と
、
は
や
く
た
べ
よ
う
と

お
も
う
ん
だ
け
ど
、
よ
け
い
の
ど
に
つ

ま
っ
て
た
べ
れ
な
い
の
。
だ
か
ら
、
ね

る
ば
し
ょ
は
、
い
ち
ば
ん
す
み
っ
こ
。

　

と
も
こ
せ
ん
せ
い
は
、
み
ん
な
を
ね

か
し
つ
け
よ
う
と
、
ほ
ん
を
よ
ん
で
く

れ
た
り
、
う
ち
わ
で
あ
お
い
で
く
れ
た

り
す
る
け
ど
、
そ
れ
で
も
ぼ
く
は
、
な

か
な
か
ね
む
れ
な
い
の
。
で
も
、
み
ん

な
す
ご
い
ん
だ
よ
。
ま
る
で
、
と
も
こ

せ
ん
せ
い
の
ま
ほ
う
に
か
か
っ
た
み
た

い
に
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
、
ス
ー
ス
ー
、

ね
む
っ
て
い
く
ん
だ
よ
。

　

み
ん
な
、
も
う
ね
た
ん
だ
。
で
も
、

ぼ
く
は
ま
だ
ね
む
た
く
な
い
も
ん
ね
っ

て
、
う
ご
い
て
い
る
と
、

「
ゆ
う
く
ん
、
ご
そ
ご
そ
し
な
い
。
み

ん
な
ね
た
よ
。
ゆ
う
く
ん
も
め
を
つ

む
っ
て
」

と
、
と
も
こ
せ
ん
せ
い
が
、
ぷ
ー
と
ほ
っ

ぺ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
ぼ
く
の
か
お
に

せ
ま
っ
て
く
る
。

　

ウ
ワ
ー
お
こ
っ
て
る
ー
、
い
そ
い
で

め
を
つ
む
る
の
。
こ
れ
が
い
つ
も
の
こ

と
。

　

あ
ー
あ
、
は
や
く
お
ひ
る
ね
の
じ
か

ん
が
お
わ
ら
な
い
か
な
あ
と
、
ご
ろ
ご

ろ
か
ら
だ
を
う
ご
か
し
て
い
た
ら
、
と

な
り
で
ね
て
い
た
み
よ
ち
ゃ
ん
が
、

「
ゆ
う
く
ん
、
ね
れ
な
い
の
？　

そ
ん

な
と
き
、
め
を
つ
む
っ
て
、
な
に
か
た

の
し
い
こ
と
お
も
い
だ
し
て
、
ね
む
っ

た
ふ
り
す
る
と
い
い
よ
」

と
、
な
い
し
ょ
ば
な
し
で
お
し
え
て
く

れ
た
。

「
ふ
ー
ん
。
な
に
か
た
の
し
い
こ
と
か
。

そ
う
だ
ね
ー
・
・
・
」

と
い
い
な
が
ら
、
め
を
つ
む
っ
て
み
た

ん
だ
。
し
ば
ら
く
す
る
と
ね
、
め
の
ま

わ
り
が
な
に
か
ほ
わ
ー
と
あ
っ
た
か
く

な
っ
て
き
た
ん
だ
。

「
あ
れ
っ
、
ぼ
く
、
プ
ー
ル
で
お
よ
い

で
る
。
す
い
す
い
お
よ
い
で
る
。
あ
っ
、

イ
ル
カ
も
お
よ
い
で
る
」

「
お
ー
い
イ
ル
カ
く
ん
、
い
っ
し
ょ
に

お
よ
ご
う
」

「
ウ
ィ
！　

ぼ
く
に
つ
か
ま
っ
て
も
い

い
よ
」

「
い
い
の
？　

や
っ
た
ー　

ぼ
く
、
お

よ
ぎ
の
め
い
じ
ん
に
な
っ
た
み
た
い
だ
。

す
ご
い
す
ご
い
」

　

ぼ
く
は
、
も
っ
と
も
っ
と
、
て
を
お

お
き
く
か
い
て
お
よ
い
だ
の
。
そ
の
と

き
、

「
い
た
い
。
せ
ん
せ
い
、
ゆ
う
く
ん
が

わ
た
し
の
あ
し
ひ
っ
ぱ
っ
た
ー
」

「
ゆ
う
く
ん
、
か
よ
ち
ゃ
ん
が
い
た

い
っ
て
！
」

　

と
も
こ
せ
ん
せ
い
の
お
お
き
な
こ
え
。

「
え
？
」

　

ぼ
く
は
、
び
っ
く
り
し
て
、
ど
う
し

て
っ
て
、
お
も
っ
た
。
だ
っ
て
、
ぼ
く

は
、
イ
ル
カ
と
い
っ
し
ょ
に
お
よ
い
で

い
た
ん
だ
よ
。

　

も
し
か
し
て
、
ぼ
く
は
、
ゆ
め
を
み

て
た
の
？

　

イ
ル
カ
と
お
も
っ
た
の
は
、
か
よ

ち
ゃ
ん
の
あ
し
だ
っ
た
の
？

　

と
も
こ
せ
ん
せ
い
と
か
よ
ち
ゃ
ん
の

こ
え
で
、
お
ひ
る
ね
か
ら
み
ん
な
が
お

き
ち
ゃ
っ
た
。

「
ね
え
ね
え
み
ん
な
、
ゆ
う
く
ん
き
ょ

う
ね
む
っ
た
ん
だ
よ
。
ゆ
め
を
み
て
い

た
み
た
い
だ
か
ら
」

　

と
も
こ
せ
ん
せ
い
が
、
お
お
き
な
こ

え
で
、
う
れ
し
そ
う
に
い
っ
た
。

　

ぼ
く
、
お
ひ
る
ね
き
ら
い
だ
っ
た
の

に
ね
む
っ
た
ん
だ
・
・
・　

と
お
も
っ

た
ら
、
と
な
り
の
み
よ
ち
ゃ
ん
が
、
ぼ

く
の
か
お
み
て
、
ニ
ッ
と
わ
ら
っ
た
。

　

ぼ
く
も
な
ん
だ
か
う
れ
し
く
っ
て
、

わ
ら
っ
た
よ
。

し
ろ
や
ま
会
員　

ふ
じ
い
の
ぶ
こ

お
ひ
る
ね

お
ひ
る
ね 

お
ひ
る
ね

お
ひ
る
ね 

お
ひ
る
ね

お
ひ
る
ね 
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�□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
内

□
勤
務
内
容　

高
齢
者
、
障
害
者
へ
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
雇
用
期
間　

採
用
の
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
（
以
後
、
更
新
の
場
合
は
半
年

ご
と
）

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分
の
八
時
間

以
内
シ
フ
ト
制
（
月
八
十
時
間
以
内
）

□
賃　

金　

九
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
五
十
歳
（
七
月
一
日

現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方
で
、
介
護
福

祉
士
、
看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
一
級
・
二

級
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

七
月
三
十
一
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比

町
社
会
福
祉
協
議
会　

�
（
４
８
）
１

１
１
１
（
内
３
３
２
）

�
　

九
月
二
十
八
日（
金
）に
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
者
・
金
婚
者
お
祝
い
の
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

今
年
、
結
婚
六
十
周
年
、
五
十
周
年
を

迎
え
る
方
は
、「
申
し
出
用
紙
」
を
地
区
で

回
覧
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



う
え
、
七
月
二
十
日（
金
）ま
で
に
社
会
教

育
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　

昭
和
二
十
二
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

◇
金
婚
者

　

昭
和
三
十
二
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
方

※　

昨
年
ま
で
に
結
婚
六
十
周
年
・
五
十

周
年
を
迎
え
、
都
合
で
会
に
出
席
さ
れ

て
い
な
い
方
も
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

　

�
（
４
８
）
１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル
は
、
通
常
月
曜

日
休
館
日
で
す
が
、
七
月
二
十
一
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で
月
曜
日
を
開
館
し
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※　

八
月
九
日（
木
）は
大
府
市
小
学
校
水

泳
大
会
開
催
の
た
め
、
臨
時
休
館
と
し

ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

東
部
知
多
温
水
プ
ー
ル　

�
０
５
６
２

　
（
４
４
）
０
２
７
１

�
　

ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
バ
ス
見
学
会
を

行
い
ま
す
。

□
日
時
・
集
合
場
所

①
八
月
十
六
日（
木
）県
自
治
セ
ン
タ
ー

②
八
月
十
七
日（
金
）豊
橋
駅
西
口

　

い
ず
れ
も
九
時
半
出
発

□
対　

象

四
年
生
以
上
の
小
学
生
と
保
護
者
（
二

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

人
一
組
）

□
定　

員

　

各
四
十
人
（
二
十
組
）

□
そ
の
他

参
加
費
無
料
（
現
地
ま
で
の
交
通
費
は

自
己
負
担
）。
昼
食
、水
筒
は
各
自
持
参
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

七
月
二
十
日
ま
で
に
、
希
望
日
、
住
所
、

子
と
保
護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
し
て
、
郵
送
（
〒
４
６

０
‐
８
５
０
１
、
住
所
不
要
）、
F
A
X

（
０
５
２
（
９
５
３
）
７
７
７
６
）、
E

メ
ー
ル
（junkan@

pref.aichi.lg.jp

）
で

愛
知
県
資
源
循
環
推
進
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。（
消
印
有
効
、
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

　

�
０
５
２
（
９
５
４
）
６
２
３
１

�
　

下
水
道
に
つ
い
て
楽
し
く
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
通
常
の
施
設
見
学
で
は
な
い

特
別
企
画
で
す
。（
参
加
費
無
料
）

□
日　

時

①
八
月
三
日（
金
）②
八
月
二
十
五
日

（
土
）　

午
前
十
時
開
始
（
約
二
時
間
）

□
場　

所

　

衣
浦
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
半
田
市
川

　

崎
町
４
―
１
）

□
対　

象

小
学
生
お
よ
び
保
護
者
（
一
グ
ル
ー
プ

に
保
護
者
一
人
で
も
可
）
三
十
人
程
度

□
内　

容

下
水
道
の
話
、
顕
微
鏡
観
察
、
簡
易
水

質
分
析
体
験
、
施
設
見
学
な
ど

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

各
開
催
日
の
三
日
前
ま
で
に
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
（
平
日
の
午
前
九
時
半

〜
午
後
四
時
半
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。　

�
（
２
４
）
６
０
６
１

�
　

愛
知
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
る
「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
と
特

定
の
八
業
種
に
の
み
適
用
さ
れ
る
「
産
業

別
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
金

額
は
表
の
と
お
り
で
す
。
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
め
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://www.aichi

‐rodo.go.jp/

）

半
田
労
働
基
準
監
督
署　

�
（
２
１
）

１
０
３
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

Information

お知らせ  
InformationInformation

愛知県の最低賃金

発効日最低賃金額
（時間額）最低賃金名

（地域最低賃金）
平成 18 年 10 月 1 日694 円愛知県最低賃金

（産業別最低賃金）
平成 16 年 12 月 1 6 日722 円染色整理業

平成 18 年 12 月 1 6 日

819 円鉄鋼業
805 円一般機械器具製造業
768 円電気機械器具製造業
812 円輸送用機械器具製造業
759 円精密機械器具製造業
757 円各種商品小売業
792 円自動車小売業
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
精

神
ま
た
は
知
的
、
身
体
に
障
害
（
肢
体
不

自
由
）
が
あ
る
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
興
味

の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
初
歩
的
な
技
術

習
得
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
・
場
所

□
内　

容

①
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
②
エ
ク
セ
ル
、

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
基
本
操
作
④
そ
の
他

□
申
込
期
間

　

七
月
九
日（
月
）〜
二
十
一
日（
土
）

※　

予
約
制
で
す
。

□
定　

員　

八
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
ま
す
）

□
費　

用　

無
料
（
材
料
費
は
実
費
と
な

　

り
ま
す
）

□
後　

援　

東
海
市
、
知
多
市
、
東
浦
町
、

　

阿
久
比
町

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
元
浜

　

事
務
所
）

　

�
０
５
６
２
（
３
９
）
２
７
７
３

�
　

納
税
な
ど
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
は
、
納
期
ご
と
に
町
税
な
ど

を
金
融
機
関
や
役
場
の
窓
口
に
出
向
い
て

納
付
す
る
こ
と
を
省
き
、
指
定
す
る
預
金

口
座
な
ど
か
ら
自
動
的
に
納
付
す
る
方
法

で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
仕
事
が
忙

し
い
方
な
ど
、
時
間
に
余
裕
の
な
い
方
に

は
と
て
も
便
利
で
す
。

□
申
込
方
法　

通
帳
（
口
座
番
号
）、
印
鑑

　
（
届
け
印
）
を
持
参
の
う
え
、
役
場
、
町

内
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

手
続
き
は
納
期
の
一
カ
月
前
ま
で
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、
変
更
な
ど

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



が
な
い
限
り
、
申
し
込
ま
れ
た
口
座
振

替
が
継
続
し
ま
す
。

□
利
用
で
き
る
町
税
な
ど　

町
県
民
税（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

□
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
あ
い
ち
知
多

　

農
業
協
同
組
合
、
半
田
信
用
金
庫
、
知

　

多
信
用
金
庫
、
愛
知
銀
行
、
名
古
屋
銀

　

行
、
中
京
銀
行
、
全
国
の
郵
便
局

□
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
�
（
４
８
）

１
１
１
１
（
内
２
１
９
）　

保
険
課
（
内

２
２
８
・
２
１
４
）

�
　

日
本
で
の
Ｂ
型
と
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
持
続
感
染
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
は
、
合
わ

せ
て
三
百
万
人
以
上
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
ま
り
症
状
が
現
れ
な
い
た
め
に
感

染
に
気
が
付
か
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
放
置
し
て
お
く
と
慢
性
肝
炎
な
ど

に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
を
早
期
に
発
見
し
て
、
適
切
な
治

療
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

□
検
査
対
象
者

①　

一
九
九
二
年
以
前
に
輸
血
を
受
け
た
。

②　

長
期
に
血
液
透
析
を
受
け
て
い
る
。

③　

輸
入
非
加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の

　

投
与
を
受
け
た
。

④　

③
と
同
様
の
感
染
の
心
配
が
あ
る
非

加
熱
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を
受

け
た
。

⑤　

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
（
フ
ィ
ブ
リ

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

ン
糊
と
し
て
の
使
用
を
含
む
）
の
投
与

　

を
受
け
た
。

⑥　

大
き
な
手
術
を
受
け
た
。

⑦　

臓
器
移
植
を
受
け
た
。

⑧　

薬
物
を
濫
用
し
た
経
験
が
あ
る
。
入

　

れ
墨
を
し
て
い
る
。

⑨　

ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を
施
し
て
い
る
。

⑩　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
ま
た
は

そ
の
可
能
性
の
あ
る
者
と
性
交
渉
が

あ
っ
た
。

⑪　

そ
の
他
（
過
去
に
健
康
診
断
な
ど
で

肝
機
能
検
査
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
肝
炎
の

検
査
を
実
施
し
て
い
な
い
か
、
感
染
率

の
高
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
な
ど
。）

□
注
意
事
項

①　

正
確
な
検
査
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、

感
染
の
機
会
か
ら
お
お
む
ね
三
カ
月
以

上
経
過
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②　

検
査
は
、
血
液
を
用
い
て
行
い
ま
す

の
で
、
約
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
血
液
を

採
取
し
ま
す
。

③　

検
査
結
果
の
お
知
ら
せ
ま
で
に
、
一

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

④　

医
師
が
不
在
の
場
合
は
、
採
血
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
検
査
受
付
時
間

　

毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
の
午
後
一
時

　

〜
午
後
三
時
半
（
祝
祭
日
を
除
く
）

□
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
半
田
保
健
所

　

半
田
市
出
口
町
１
―　

―
４

４５

　

�
（
２
１
）
３
３
４
１

場　所日　　時

障がい者総合支援センター
（元浜事務所）
東海市元浜町 １０

午後２時～
午後４時７ 月 ２８ 日（土）

午後２時～
午後４時７ 月 ３１ 日（火）

午後２時～
午後４時８ 月 ２ 日（木）

午後２時～
午後４時８ 月 ４ 日（土）

午後２時～
午後４時８ 月 ７ 日（火）

午後２時～
午後４時８ 月 ９ 日（木）
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�
　

愛
知
県
で
は
、
愛
知
県
労
働
委
員
会
、

愛
知
労
働
局
と
愛
知
社
会
保
険
事
務
局
と

の
共
催
で
、「
な
ん
で
も
労
働
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
電
話
で
も
受
付
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

七
月
二
十
六
日
（
木
）、
二
十

　

七
日（
金
）　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

つ
る
ま
い
プ
ラ
ザ
（
愛
知
県

　

勤
労
会
館
）
事
務
棟
一
階
ロ
ビ
ー

　

名
古
屋
市
昭
和
区
鶴
舞
１
‐
２
‐　
３２

　
（
Ｊ
Ｒ
鶴
舞
駅
、地
下
鉄
鶴
舞
駅
五
番
出

　

口
か
ら
南
へ
徒
歩
五
分
）

□
相
談
内
容　

・　

解
雇
、
出
向
、
賃
金
、
退
職
金
、
労

　

働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件

・　

募
集
、
採
用
、
雇
用
調
整
、
職
業
能

　

力
開
発

・　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

・　

そ
の
他
の
労
働
関
係
の
相
談

□
申
し
込
み

・　

当
日
の
電
話
に
よ
る
相
談
と
問
合
せ

専
用
電
話
０
５
２
（
７
４
１
）
０
４
１

　

８
・　

弁
護
士
に
よ
る
相
談　

各
日
午
後
一

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
予
約
が
必
要

で
す
）
予
約
電
話
０
５
２
（
９
５
４
）

６
３
７
５

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
産
業
労
働
部

労
政
担
当
局
労
働
福
祉
課　

�
０
５
２

（
９
５
４
）
６
３
７
５

�
　

建
設
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に
、「
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
」
に
基
づ
い
て
、
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共

済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
張
り
、
そ
の
労
働
者

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
辞
め
た
と
き

に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
、
業
界

全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

□
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

□
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

□
掛
け
金

　

日
額
三
百
十
円

□
特　

長

・　

国
の
制
度
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込

み
手
続
き
が
簡
単
で
す
。

・　

経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

・　

掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・　

掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
。

税
法
上
全
額
に
つ
い
て
法
人
は
損
金
、

個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。

・　

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
退

職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
な

ど
、
建
退
共
制
度
の
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
退
共
愛
知
支
部

　

�
０
５
２
（
２
４
３
）
０
８
７
１

�
　

既
存
の
住
宅
に
対
す
る
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
な

い
住
宅
は
一
日
も
早
く
、
設
置
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎　

設
置
す
る
場
所

　
「
寝
室
」
お
よ
び
「
階
段
上
部
」（
二
階

に
寝
室
が
無
け
れ
ば
階
段
上
部
に
設
置
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
不
当
な
高
額
で

の
販
売
や
、
法
律
で
定
め
る
必
要
個
数
以

上
販
売
し
よ
う
と
す
る
悪
徳
業
者
が
出
現

し
始
め
て
い
ま
す
。
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

消
防
署
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
信
用

あ
る
地
元
の
防
災
設
備
業
者
、
家
電
販
売

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課
�
（
２
１
）
１
４
９
１

今今月月のの納納税税ななどど

固定資産税　　
２期分

都市計画税　　　　　

納期限は７月 ３１日（火）です

Information

～メッセージ～

明るく元気な男の子になってね。

増田　佳英・朱美夫婦の

 健 人   くん（平成 １９ 年２月 ２日生）
けん と
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章 人 口 と 世 帯
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，２７２　　（　２３）

人　口　２５，０２６人（　２４）

　男　　１２，３９１人（　２１）

　女　　１２，６３５人（　３）

（　　）は前月との増減数

５月中の異動

　出生　２２　転入　９１　

　死亡　１８　転出　７１

平成１９年６月１日現在

町営プール 
□期　間　７月２０日（金）～８月３１日（金） 
□時　間　平日、土曜日　正午～午後４時 
　　　　　日曜日　午前１０時～午後４時 

小学校プール 
□期　間　７月２０日（金）～７月３１日（火） 
□時　間　正午～午後４時 

※天候不順の場合はプールの利用ができません。 
※入場無料 
□問い合わせ先　社会教育課体育係（阿久比スポ－ツ村）　fl（４９）２５００ 

一般開放 
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